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アルコールぱ  

成人の飲酒実態と関連問題の  
予防について  

クββ♂牟／ご世界の 
ンアルコールは60以上もの病気の原因である。   
＞病気による社会的損失の4％はアルコールが原因である。  

これは高血圧（4．4q。）、たばこ（4．1机lこついで3番目に大きい。   

ン健康寿命を短縮する事由の92㌔はアルコールが原因である。   
ンアルコールによりせ界で180万人が死亡した。  

これは全死因の3▼2㌔を占める。   

ン発展途上国では、寿命短縮のt3－15‰は飲酒に伴う手放である。   
ンアルコールは家庭内暴力の長大の原囲である。   
ンその他、経済的損失、未成年者への影響、妊婦への影管など計  

り知れなく大きい。  
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成人の飲酒実態調査  

2003年   



被害を受けた人の割合（男女別、加害者別）  

家庭内  家庭外   蒙庭内または外  

成人の飲酒実態と関連問題の予防に関する研究  
調査結果のハイライト（1）  

□飲酒頻度・飲酒量ともに女性の伸びの著しいことが示唆された。  

□飲酒量に関する指標は男女とも年齢が若ければ若いほど高い   
傾向があった。  

言・暴力、セクハラなどといった飲酒に関係した問題行動の   

ロ暴  被害を受けた者の割合は、男女合計で29％となっていた。この  割合をもとに、わが国の成人で飲酒問題被害にあった者は   
3，040万人存在すると推定された。  

□その経験がその後の生き方や考え方に影響を与えた被害者は   
1，400万人存在すると推計された。   



成人の飲酒実態と関連問題の予防に関する研究  
調査結果のハイライト（2）  

□久里浜式アルコール症スグノーニングテスト（KAST）でスクリーニングテスト上 ル 
アコール依存症と同定された看は、男性の74％、女性の15％と推定され  

－ た。  

ロこの割合から、実際の人数を推計すると、スクリーニングテストlこよる依存症者  

遠雷芸濃ご諾諾器夏至竺研究椚査に比べて、女性・矧こ若年女  
□国際疾病分類半10版の診断基準に纂づくアルコール依存症舌の手痛串は、  

男性の19％、女性の01％、全体で09％と推定されたeこの齢をもとにわが 
■スクリーニングテスト（KAST）では、アルコール依存症予什軍まで依存症として拾い彗Ifる   

傾向がある 
●鴎際疾蠣分矧こよるアルコール依存症は、医療一膿間に登場する依存症育と考えられる。   

飲酒と生活習慣病  
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アルコー・ル願と生彦劉軌房のリスク  

芸L∠ 芸星  

r嘲  肯南訂  

二三二 二≠  
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アルコール関連問題の予防  

アルコール消費量の抑制  

平均劇居着が下カーれ広大蒼酬古慮る  
⊥e（お′m∂〝  

政策分野  現状  

朋の梱に関する制限  

国の事充制度  なし  
生産一敗充の免許惟   あり  
酒類の小売  
未成年者の飲酒  i未成年者飲酒禁止法（20歳末凛禁止）  

飲酒胱に関する法制化  ∈諏交通法（法の施行状態はよい）  

酒類の値段  相対コストは低く、さらに下がり続けている。  

は中肌こ位置している。  

酒税   

ビール・コーラ比は、1，5〕で先進諸国の中で  
あり（酒の檀類による）  

酒類の広告規制   業界の自主暮聾のみ  
スポンサー  制限なし  
酒ビン・カンの警告表示   

アルコール関連問題を減らすための最良の政策  

最良の10政策  日本の現状   

ロ  未成年者に対する酒類の販売蕪止   はい  

酒類小売の書禿制  いいえ   
3  酒類販売の時Wや曜日の制限   いいえ   

4  酒類小売店の密度に闇する制限   いいえ   
5 酒税  はい   
6呼気テスト琴飲酒のチェック  はい、飲酒運l云零   

7 弓酒気帯び運転の基準を下げること  はい、ヱ00二l年   

8酒気帯び運転や飲酒運転に対するfしい罰則  はい   
9  運転初心舌に対する制限の強化   

J  いいえ   
10岬嶺飲酒者に対するプリ‾フィントベンション   7  非常に限定的   
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主体   取組みの例  
ll未成年畜の飲酒防止等対義及び酒類敗走の公止な取引穫墟のt■に関する施  

諷大■Jの1定（酒類に係る社会的規封専門係省庁等速嶋協凛食）  
ユ未成年者敷5自棄止法の改止．酒楔法の一飯改正  

j未成年墓の飲酒防止に関する表示i準の笈定  

1せ康日本21  
1アルコールメーカー、小売霊着に対する厳蕾と梅澤  

6未成年看飲予断月間（4月）の書定  

■市町村   l絶域レベルの闊僕■l■の柑■が】取拍み体綱の樺立  
ヱ■＃優線幅雛センターにおける★少年の心の同母に対する相談●霊の充実  
ユ水滴実態事の王甲暮や徴集活l血の♯暮  

研究■欝、病院など  1未成年者の軟遇実態等に訂する調査や．未成年者の心身におよぽす飲酒の影■  
に関する研究の推暮  

ヱ ●M敦による啓蒙活勧  

酒造メーカーおよび小  】従来型自動■亮■の♯廃、また、新たな導入時はよ空自勤廉売■に府定  
兼業舌   ヱ対面岳元の促▲と年■樺認の励行  

1滴ビンやカンに未成年者飲遇に領する暮告表示貼付  
j広告の自主嬢事l  
1教■教材の作成と配布  
¢集成年舌飲遇予防活動や研究へのエ金の設立  

マスメディア   1一般に対する啓景活動  

アルコール政策に関するわが国の特徴  

眉腰の煮ぎ■＃厨欄する動qぽとんどをい  

＞スポンサーの制限もない   
需要 ＞広告規制が事実上存在しない  

供給 ＞距離制限なくなり、酒屋の数は増えている  
＞24時間・365日、いつでも買える  
＞酒類の相対価格は下がっている  

ロアルコール消費上の低下にはつながらない  

大量（多量）飲酒者数の減少  

＞わが屠のノ成人で、Jβ平均ど「ル中ピン3本以上ガんでいる   
多fjれ厚着ば、朋6（）万人いる。  

＞屠厨のぽよんどばこの人崖が釘緒こLTいる。  

ブリーフインターベンション（BriefJntervention）とは  アルコール関連問題を減らすための最良の政策  

丑良の10政策  日本の現状   

未成年者に対する酒類の販允禁止   はい   

つ  酒類小策の書兼制   いいえ   
1  酒類販売の時ⅦやI一日の制限   いいえ   
4  酒類小売店の密度に関する制限  いいえ   
5  酒税  はい   
6  呼気テスト等飲酒のチェック   はい、飲酒壬転専   

7  酒気＃び運転の▲準を下げること   はい、2003年   

胃  酒気＃び運転や飲酒運転に対する♯しい罰則   はい   

9  運転初心者に対する制限の弓i‖ヒ   いいえ   
10．  同t麒属橋に対するブリーフインターベンション   非tにR定的   

定■  
対暮春の特定の行動（この場合は飲酒行動）に変化をもたらすことを目的とした短時  
仰のカウンセリング。   

封書  
多量飲酒者、例えば、飲みすぎで、肝機能障害、高血圧、★尿痛などを引き起こして  
いる人。  

方法  
様々な方法がある。一例を挙げると、飲酒行動の改善を目的に、6項目の指針に  
沿って、短時仰のカウンセリング（10分権度）を行う。指針は頭文字をとって、  
「FRAMES、フレイムズ）と略されている。飲酒行動の改善自攫は必ずしも断酒の達  
成・縫械だけではない。対■舌によって、濾酒、短期間の断酒など樽々である。   

効果  
わが国ではやっと始まったばかりであるが、多くの瓜でその有効性が実拉されている。   
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ブリーフインターベンションの6要素（FRAMES）  

要棄   説  明   

Feedback  アルコール関連間鰭の正確な現実を、本人に  
フィード／くックする。   

堅esponsibility  アルコール間違問題の改善に関する責任が本人  
こあることを強調する。   

全dvice   明確な助言をあたえる。   

担enu   複数の飲酒行動改善方法を紹介する。   

Empathy  介入看が対象者に対して共感的態度をとる。   

墨eげ－e冊cacy  飲酒行動の改善に関して、自己達成が可能である  
ことを理解させ、支援する。   

あなたの健康を守る12の飲酒ルール（1）  

7 ガ盾ば丁β平．均2■好以下  
1■位とは純アルコールで10グラム。ビールだと中ピン1本、日本酒だと1合帯、  
ウイスキーだとダブル1杯、ワインだとワイングラス2杯弔のiです。  自分の健康を守り、他の人を傷つけない  

ための飲酒ルール  ほ蒜讐誓㌫ 
齢舌は血中アルコ＿ル濃度が轟〈なりやすく、そ  

贋繋豊票㌘を速めます0たとえば、1日350m■の缶ビ‾ル1本以下に  
β 赤ぎ体青島少をめ／こ  

日本人の約半勤来し少量の飲酒後に顔が赤くなったり、心隋がドキドキしたりし  
ます。これは生まれつきの体質によるもので、赤聖体耳とも呼ばれています。こ  
の体質はアルコールの分解が遅く、がんや楕々な臓器障書を起こしやすいとい  
われています。   

イ たま／二〟んF古．オ威′ノむい  

たとえ飲む回数が少なくとも、一時に大盤に飲むと、体を≠めたり、事故の危険  
を増したり、依存を進行させたりします。   

とにかく、まず予防が一番大切  
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あなたの健康を守る12の飲酒ルール（2）  あなたの健康を守る12の飲酒ルール（3）  

5■■才一〟にゆっ（リ∠  
空♯時に飲んだり、イッキに飲んだりすると、アルコールの血中■度が急速に  
上がり、悪酔いしたり、場合によっては急性アルコール中暮を引手起こします。  
また、あなたの体を守るためにも、■い酒lま薄めて飲むようにしましよう。   

β脚線力患者よタ  
ヰ酒（眠りを助けるための飲酒）は、睡眠を浅くします。■▲な深い睡眠を得る  
ためには、アルコールの力を惰りないほうがよいでしよう。   

7gにヱβぱ併ノ粁β  
遇に2日は肝臓をアルコールから開放してやりましよう。そうすることで、依存  
も予防できます。   

＆虞切．浄■中ばノーアルコール  
アルコールは薬の物臭を強めたり弱めたりし手す。また、安定剤と一緒にのむ  
と、互いの依存を速めることが知られています。   

タスノざ・戯・か■■ガぱノーアルコール  
飲酒後に入浴や遍勤するのは、不整齢や血圧の変動を起こして危隋です。ま  
た、アルコールは運動機能や判断力を低下させます。   

Jク棚・ガ劇中ば／－アルコール  
妊娠中の飲酒はおなかの胎児に最影■があります。また、アルコールは授乳  
中の母乳に入り、乳児の莞逢を陣書します。   

／／併粛医者ば重点紺  
依存症は飲酒のコントロールができないことがその特杜で、断酒を続けること  
が唯一の回復方法です。   

／ヱ居ノ仇押に膨≠  
定期的に肝離礁檎壬などを受けて、飲みすぎていないかチェックしましよう。ま  
た、赤聖体■の習す飲酒書は、貪iや大≠のがん検診を受けましょう。  
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